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　　　　　　　　　　　 （久留米大）　 薬師寺道明

　 子 宮頚癌患者 15〔レ例 につ き ， 手術或は 放射線療法前後

に於け る，血清蛋白分謹並 び に ， G 反応性蛋白の 変動 を

検討 し， 次の 如 き成績を得 た ．

　 1） 子宮頚癌患者 の 血 清蛋 白分盡豫と健康非妊婦の そ

れ と比 較す る と，
i）T ．P には有意 な 変動 を 認 め ず ，

N 期患者 を除い ては，大部分 正 常値 の 範 囲 内で あ つ た ．
ii）Alb は有意な 減少 を 示 し，癌の 進行 程 度 に 従 い 減少

す る傾向を認 め た．iii） α 1
−Glob は有意な変動 を 認め な

か つ た．α 詔
一Glob は

一
般 に増加 を示 し，1期患者 を 除い

て は 正 常値 よ りも増加 を 示 し， 有意 差 を認 め，癌 の 進行

程度 に 従 い ， 増加す る傾 向を認 め た． iv）β一Glob は 正

常値 か又 は そ れ以 上の 値を示 し， 減少 してい る もの は ほ

とん どな か つ たが ，健康非妊婦 との 間 には有意の 差を認

め な か つ た ． v ）γ
・Globは 1期患者 よ り既 に 増加 し，有

意差を認め ， 癌の 進行程度 に従 い ， 増加 の 傾向が認め ら

れた．vi）A／G は 1期患者以タトは 減少 し， 癌の 進行程度

に従 い 順 次 減少す る傾向を認め た ．

　 2）　手術患者及び非手術患者 の 放射線療法前後に於け

る血 清蛋白分盡像に つ い て は，i）T ．P は 両者共有意な

変 動 を認 め ず，ii） Alb は 両看共減少 を 示 し， 手術群の

減少が 著明で，両者 の 間 に有意差を 認 め た．iii）α
、
−Glob

は ，　両者共 に増加を示 し，　そ の 増加率は手術群が著明

で，両者の問に 有意の 差を認 め た ． α ，・Glob は ， 手 術

群 に於 い て は増加 を ， 非手術群では減少を示 し， 両者の

間に有意差 を認め た ．iv）β一Gleb は ， 手術群 に於い て

は 軽度 の 増加 を ， 非 手術群で は 軽度の 減少を 示 す も ， 両

者の 間 に有意の 差 を認め な か っ た ．v ）7
−Glob は，　 両

者共増加 を 示 す が ， 非手術群の 増加率が 著明で，両者の

間 に有意の 差が 認 め ら れ た ．▽i）AIG は，非 手 術 群 に 於

い て は ， ぼ とん ど変動が み られ ず，手術群で は減少 し，

両者 の問に有意の差を認 め た ，

　3）　i）　 C 反 応 性 蛋 白試験 を行 っ た 治療前子 宮 頚癌患

者の 38％に 陽 性 を認 め た ．こ の 結果 か ら癌の 診断応用 に

は 役立 た な い と思われ るが 　癌 の 進行程度 に従 い 陽性率

が 高い 傾 向を示 して い る ．ii） C 反 応性蛋白が 陽性 に出

現 した もの と， 蛋 白分盡 との 関 係 は ，
Alb は 正 常値よ り

減少が 著明な程 ，
α 1，α 2−Giob は ⊥E常値 よ り増加 が 著明

な程，　7−Glob は 正 常 値 に 近い 程陽性 率 が 高い 傾 向が 見

られ た が，特定の 相関関係は 見 られ、な か つ た ，iii） 赤 沈

値 との 関係は 赤 沈値 が 尢進す る程陽性 率が高い ，iv）手

術前後 に 於 け る C 反応 性蛋白 の 変動は 早い もの では 術後

6 時間で陽性 とな り， 経過良好例では 術後14〜20 日 で 全

例陰性化 して い る。 v ）放射線治療前後に 於け る 変動 は

不 定で は あ るが ， 経過良好例では 治療終 了縫大部分陰性

化す る．vi ）治療全経過巾に 於 け る変動は ， 赤沈値又 は

白血球の変動 よ りもか な り鋭敏 で ， よ り臨床経過 と一
致

す る 様で あ る．

　 148．　婦 人科領域 に お ける V ．B6 の 研究

（第 1 報）　 試験開腹術及び　Co60 全身照射 に よ る

雌性 白鼠の 血液並び に肝 e 腎 e 脾組織含有 V ．B6

量 の 変動

　　　　　　　　 （古橋医療研 究所）　 三 宅 章午

　 婦 入 科領域 の 開腹術及びCo60照射療法時 に於け るV ・B
，

代謝 に関す る研究 の
一

環 と して，動物実験を行 い ， 体重

1009 前後 の 岐阜系 雑種雌性 白鼠 90匹 を実 験材料 と し

30匹 に 試験的開腹術 ，
CoE° 700「 照射群 （A 群） 30匹．

CoGD　4eo7 照射群 （B 群）30匹 に全身照射を施行 し， 術

後及 び 照射後第 1，第 2 ，第 3 ，第 5，第 7，第 1  日の

6 日間に 各 e5 匹宛屠殺 した．又 可及的同
一

飼育条件 の

白鼠60匹 を30匹の 2 群に分け ， 術後及び 照射後の 対照群

と し 6 日 問に 各 ζ 5 匹宛屠殺 した ．以上 実験操作 を施 し

て屠殺 した 白鼠の 血液並 びに肝 ・腎 ・
脾単位組織中含有

V ．B6 量を微生物定量法 （Atkin　Snell 氏変法） に よ り

検索 し次 の 如 き実験成績 を得 た の で こ 丶 に 報告 した．

　 実験成績 ：

　 （工）試験開腹術群では ， 血液並 び に肝 ・腎 ・脾単位

組織含有 V ．B6 量 は 術後第 1病 口に 何 れ も増量 し，爾後

漸減 し， 99　3病 日に 最低値 を示 し ， 血 液 で は 術後第 10病

日，肝
・腎 ・脾組織で は 術後第 5病 目 に対照値 に 恢復す

る 傾向を 認め た．尚術後第 3病 日に於 け る1血液及 び肝 の

V ．B澱 と対照値 との 間 には右意差が認め られ た が ， 腎 ・

脾組織 の V ．B
， 量 と対照値 との 間 に は有意差は 認 め られ

な か つ た。

　 （U）CofiO照射群の うち，血液含有 V ．B6 量 は A 群 ，

B 群共 に照射後第 1 病 日 よ り漸減傾 向が認められ ， A 群

で は 照 身寸後…第 1 病 日 よ り第 5 病 日迄，B 群で は 第 工，第

2 ，第 丁，第 1 病 日 と対照群値 との 間 に 有意差が 認 め ら

れ た，肝含有 V ．B6 量 は A 群では第 1 ．第7 ，　 B 群では

第 1 ，第 3 ，第 5 ，第 丁病 日 に対照群値 との 間 に有意差

が 認 め られ た ，腎含有 V ．B
， 量 は A 群ビは 第 1 ，第 3病

日，13群 で は 第 2 病 日に 増加 傾 向が 認 め られ，両者共第

3病 日以 後漸減傾向が 認 め られた ．A 群値 ，　 B 群値共 に

照射後第 1 よ り第 3 病 日迄は対照群値 との 間に有意差 が

認 め られ た．脾含有 V．B δ量 の 変動に あ 楽 り著明な もの は
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な く，対照群値 との間に有意差 も認 め られ な か っ た ．

　以上開腹術群 に於 て 」丘仲 V ・B
、 量並 び に 肝及 び 腎中含

有 V ．BG 量 が 手 術当初 よ り漸 減 傾向 を 示 す の は 手 術侵襲

に よる （1）　食物摂取能の 減弱 （2） 腸管殊 に 小腸に於

げ る 吸収能 の 障碍 （3）　失血及び破壊組織を修復 する た

め に よ り大 量 の V ．B ， が 利用 ざ れ る 〔4） 体内の 蛋 自 s

ア ミ ノ 酸等の 異化 t 同化が 盛 ん とな 1， V 、B ， が 必 要な補

酵素 として の 利用度が 高 ま つ て い る．等の た め と考 え ら

れ る，然 る に 第 4 病 日頃 よ り漸増傾向を示 す の は，　（1）

食事摂取能 も漸次旺 盛 とな り （2） 腸 の 吸収能 も 碑 常化

し V ・B
、 の 体内の取入オ1が復元 レ， 生体活動が 逐次に ［E

常化す る 為で あ ろ う．

　Co60 照射 に よ り血 中含イ∫ V ．B6 量は漸減傾 向 を 示 し

肝 ・腎中含有量も照射直後の
一

時的増加現象が み られ る

が そ れ 以 後は結局減少傾向を 示 すの は ， 手徳侵襲 と同様

（1）　食物摂取 能 の 減弱 （2）　腸管殊に 小 賜に 於 け る 吸

収能の 障碍 （3） 腸内 B
， 産生菌群 の 減少等 に起囚す る

も の と考 え ら れ る ．又 照射直後の
一・一’

　ee的増加現象が認め

られ る の は 生 体 は 多大 な 障碍 を受 け，諸物質の 新陳代謝

も当然阻害 され よつ て こ れ ら を修復， 防止 す る 為に 肝
・

腎等の 解毒臓器の 使命 は 極 め て 重要 で ， こ れ ら を保護 し

且 つ 諸 物 質の 盛ん な 異化
・
同化 を 補佐す る 為に補酵素 と

して 働 く V ．B6 が こ れ ら重要臓器へ 集中す る現象が 認 め

られ るの では ない か と考え られ る．
’
149．　白鼠全身照射時 の 血湾 ア ル カ リ性 フ オ ス

フ ア ターゼ な らび に 白血 球 ア ル カ リ性 フ オ ス フ ァ

ターゼ の 組織化学的研究

　　　　 （新潟大 ）

　　　　　中川　賢
一，渡辺　隆夫 ， 鈴木　正 彦

　婦 人科領域 に お け る もつ と も重要 な 課題の 1 つ に子宮

癌冶療の 問題 が あ り ， と くに 放射線療法 は 近 年 とみ に重

要性 を増 して来た t しか し こ の 際 わ れわれが もつ と も考

慮 しな け れ ば な ら な い の は 造血機能の 障害 ， と くに 臼血

球減少症で ， こ の た め 治療 を 中止 しな け れ ば な ら ない こ

と も しば しば あ る．一方 ア ル カ リ性 フ ォ ス フ ァ タ ーゼ は

糖質，燐脂質 ， 核 酸 な どの 代謝 に 重要 な役割 を演 じ てい

るが ， 好 中球 ア ル カ リ性 フ 7i
・ス フ ァ タ

ー
ゼ は 感染時 な ど

に は 増加 し，骨髄性 白1血病 な どで は 増力rlしな い とい わ れ

て い る．そ こ で X 線照射 に よ り白 血 球減少症 を起 こ し た

場合の 好中球ア ル カ リ性 フ ォ ス フ ァ ターゼ の 動態 畆 1血

清 ア ル カ リ性 フ ォ ス フ ァ ターゼ の そ れ と ともに 追求 した

の で報告す ？）・．なお われ われはすでにX 線照射時 の 白血

球減少症 ｝こ対 し種々 の 薬剤を 用 い た結果，セ フ ァ ヲ ン チ

が 有効 な 薬剤の 1 っ であ る こ と を発表 して い る の で ，
セ

フ
ァ ヲ ン チ ン を使用 して 自血 球減少度 を少 な く した 場合

もあ わぜ 検討 した 。

　　　　　　　　　 実験：ノ琺

　実験動物 は ウ ィ ス タ
ー

系雌性 F1鼠56匹を使用 した 。そ

の 内訳：・ま24匹をセ ン ァ ラ ン チ ン 群 （毎 日セ 7 ア ラ ン チ ン

0．51mg（0．5niD　腹腔内注 射群），
24匹 を対 照 群 侮 日

生理 食 塩 水 0。5ml 腹腔内沖射群），8 匹を正 常群 （無処

置群 ） と し，前 2群 に 300r の X 線 1回 全身照射 を行 な

つ た。そ の 後第 3，第 5 ， 第 15日 目に （第 15日 日迄 に 7

匹 死 亡）心臓穿刺に よ り得た 血液にっ き ， 直∫うに赤血球

数 ， 白血 球数，血 色素量 （ザーリ民法），白血 球像，血清

ア ル カ リ性 フ t ス フ ァ タ ーゼ お よび 白1血球 ア ル カ リ性 7

オ ス フ ァ タ ーゼ の 組織化学 に つ い て検索 した ．血 清 ア ル

カ リ性 フ ォ ス フ ァ ターゼ の 測定 に は Shinowarajohnes・

Reinhart 法， 白血 球 ア ル カ リ性 フ ォ ス フ ァ タ
ー

ゼ の 検

索は Kaplow の Azo ・
色素法に よ つ た ，　 A −P 　lndex の 表

現は Oお よび 1・一’4 の 陽性 度 の 実数 に ， そ れ に対応 して

0〜4 の 数 を乗 じ，そ の 和 を 100で除 し て 算定 した．

　　　　　　　　　　 結　論

　以上 か ら次の 結論 を得た ．

　1） 自血 球数 と A −PIndex の 変動は ｝卸 逆 の 関係を

示 した．す な わ ち 白．血球數は 第 5 日 目に 最低 を ， ま た

A −PIndex は 最高を 示 した，第15H 日に 至つ てA −P 　Index

は 第 5 日 日に比 しや 丶 減 少 し ，　自血球数 は や N 増加 し

た．

　2） セ フ ァ ラ ン チ ン 群 は対照群 に 比 較す る と，昏時期

に お い て，白血球数 の 減少はそ の 程度が や S 少 な く，

A −PIndex で は や 玉 低 値 を 示 した．

　 3）　自」血球 ア ル カ リ性 7 オ ス フ ァ タ ーゼ 陽性度 は 照射

後強陽性 の 占め る割合が 多 くな り ， 第15日口で も 乏の傾

向を 残 して い た v

　 4）　血 清 ア ル カ リ性 7 オ ス フ ァ タ ーゼ は対照群 で は第

3F，｛目に ，
セ ン ァ ヲ ン チ ン 群 ごは第 5 日 日に もつ とも減

少 し，第 15 日 目に は い ずれ も正 常値よ り高 い 値 ｛
．
示 し

た ，

　 5）　赤血球数 お よ び血 色素量は 第 15 口 口に 至 つ て もな

お 減少の 傾向 を 示 して い た ．
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